
　　首長はオーラを発するポジションである。
企業も民間の知恵者も自分の夢のために近づ
いてくる。私は藤井市長を信じる。新事業に
は必ず関心を寄せ伴走してきた。ねぎ、梨、
いちごに関する事業など、1期目の動きを止
めないために、2期目に足を踏み出さないか。
　　「信頼」「現場第一」「変革」の3つを軸に、
市長として職員の先頭に立って市政運営に全
身全霊を尽くしてきた。将来を見据えたグラ
ンドデザインを描き、それを実現するため、
これまでのまちづくりを礎とし、引き続き市
政運営の責任を全うする決意を
固めた。

計画をコンサルなしで
自前で作ることは計画

答弁…効果的、効率的な計画策定に努める

学校教育における
防災教育の取組状況は防災

答弁…実態や発達段階を踏まえた取組を行う

　　市の計画をコンサルタントを使わず、自
前で作るという提案があるが、それが仕事の
仕方として本当に効率的なのか。そして、働
き方改革に適しているのか。計画の在り方を
もう一度捉え直し、意味のある計画づくりを
再考すべきではないか。
　　最小の経費で最大の効果が発揮されるよ
うに、計画の骨子など職員が検討すべき内容
と外部委託することで業務の効率化やコスト
削減が図られる内容を精査し、必要に応じて
コンサルタントへの外部委託を検討するなど、
効果的、効率的な計画策定に努める。

　　成年後見制度利用促進基本計画の施策で
ある権利擁護支援の地域連携ネットワークの
各機能について、市や社会福祉協議会はどの
ような取組を行っているか。また、今後、新
たに計画している取組はあるか。
　　4年度に開設した
白岡市成年後見サポー
トセンターでは、成年
後見制度の広報や市民
からの相談受付を行っ
てきた。今後は、受任
者調整や担い手の育
成・活動促進など成年
後見制度利用促進や後
見人支援に取り組んで
いく。

　　子どもたちが多くの時間を過ごす学校で
の防災・減災の取組は、自助を育むうえで重
要である。現在、市内の小・中学校では、ど
のような防災教育を実施しているか。また、
新たな取組として「ジュニア防災検定」の団
体受験を取り入れてはいかがか。
　　自分の命を守る、災害から身を守る行動
が取れるよう様々な訓練を実施するとともに、
児童生徒の実態や発達段階を踏まえて「防災
教育」を行っている。「ジュニア防災検定」
については、先進自治体の事例を参考に研究
していきたい。
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成年後見制度の案内パンフレット

白岡新春マラソン大会を元気に振興

認知症の正しい理解と共生社会へ福祉

'　　しらおか味彩センターの基本方針は、
農業や商業の活性化及び地産地消の拠点であ
る。市民のニーズを取り入れた経営改善を求
める。
　また、農業の課題でもある後継者問題や遊
休農地の増加の解決として、農業法人など新
しい取組を検討してみてはいかがか。
　　現在、今後の経営や活性化などの取組に
ついて助言をいただく会議の設置に取り組ん
でおり、農業法人化は、この会議でテーマに
なり得ると考える。利用者や出荷者の声も参
考にしながら、魅
力あふれる施設と
なるよう、しらお
か味彩センターを
支援していく。

答弁…あらゆる方法を検討し、よりよい大会を

答弁…認知症施策の確実な推進を図っていく

　　市スポーツ協会加盟団体の人数は10年
間で約500人減少している。高齢化も進むが、
協会離れも進んでいる。マラソン大会の開催
に向け、協力者の負担が懸念される中、今後
について、早い準備や、予算の見直しなどの
工夫や改善を求めるが、市の対応は。
　　市スポーツ協会の構成員が減少している
ため、大会の継続的な実施に向け、運営協力
者の確保は課題と捉えている。課題解決に向
け、市民や団体の皆様や協賛いただける企業
等、各界各層の協力のもと、あらゆる方法を
検討し、よりよい大会を作り上げていく。

　　愛知県警などが開発したAIアプリ「コド
マモ」は、子どもがわいせつな自撮りを撮影、
保存した際、AIが自動的に感知し、画像を削
除するよう促す通知が表示され、保護者にも
通知される。性犯罪の被害者にも加害者にも
させないために、周知・啓発しては。
　　現在、小中学校の保護者に対し、フィル
タリングの設定や家庭で
利用ルールを定めること
の大切さなどが示された
県教育委員会作成のリー
フレットを発出している。
今後は、近隣市町の取組
や県の動向も注視し、保
護者への効果的な啓発に
ついて検討を進めていく。

　　認知症を正しく理解し、発症してからも
尊厳を保ち、希望を持って住み続けられるま
ちの実現に向け、認知症ケアの技法「ユマニ
チュード※」の考え方を取り入れてはどうか。
また、不意の事故に巻き込まれた際に、当事者、
家族を守る損害賠償保険制度を導入しては。
　　ケアマネジャー研修や在宅医療・介護連
携事業に係る研修等において専門職へのユマ
ニチュードの普及・啓発を図っていく。認知
症高齢者を対象とした賠償責任保険制度の導
入は、国や県の財源措置がないため、市単独
での実施は難しい。
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しらおか味彩センター

愛知県警などによる　　　　
「コドマモ」アプリの紹介チラシ

※ユマニチュードとは、フランス語の造語で「人間らしくあ
る」ことを意味する。「あなたのことを大切に思っている」と
いうことを相手に伝えるための技術と、その実践のための
考え方をいう。
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政策
遠藤誠  議員（WAKABA）
掛け値なしの
地方政府の先駆け
答弁…引き続き市政運営を担う決意を固めた

福祉
尾嶋一雄  議員（TSUNAGU） 
成年後見制度の利用促進を
答弁…制度の利用促進に向けてPR等に努める

経済
和賀正義  議員（TSUNAGU） 
しらおか味彩センターの
活性化を
答弁…魅力あふれる施設となるよう支援していく

教育
中山廣子  議員（公明党） 
AIアプリ
「コドマモ」の活用を
答弁…保護者への効果的な啓発を検討していく

ルビ注意
いしずえ➡ いしずえ
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